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８＋４ ごろろんひとり型 



②（①の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜うわっ！ めっちゃ たかいじゃン。＞ 

＜どうやって かたぐるま するんかと おもったよ。＞ 

＜はしごから とぶの、こわくないかなぁ。＞ 

「わーい❤」 

「ぼくも すぐ いくよ！」 

＜もう、 むりだよ。＞ 
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③（②の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜うわぁ、とんだのかな？＞ 

＜あぶないねぇ。＞ 

「あれ～？どうしたの？」 

「きたきた～。」 

＜なになに？＞ 

＜わかった！ へんしん するんじゃないの？＞ 

＜ほんとだ。ごろろんに なるんだね。＞ 
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④（③の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あれっ？ ごろろんが ふたりに なってるよォ…」 

＜ほんとだ。＞ 

＜ねぇ、ごろろんが ふたりだよ、これって…＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



➄（④の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

「へぇ～ん、 しん、しーん❣」 

＜うわぁー！！＞ 
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⑥（➄の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ただいまー。」 

「ただい…」ゴン 
「おかえ・・・」 

＜へんしんして せが たかくなったから、はいれなくなっちゃったんだね。＞ 
 

 

 

 

 

 

 



⑥  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑦（⑥の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あれ、くるるんたち なにしてるのかな？ 

＜おうちを つくってるんじゃ ないかな＞ 

＜なんだか たのしそうだなぁ＞ 
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⑧（⑦の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あれ？ どうなっちゃったのかな？ 

＜ジュースくんの へやって、かいてあるよ。＞ 

＜おへやが できたんだね。＞ 

＜もう あたまを ぶっつけんでもいいね。＞ 

＜となりから くるるんたちが コンコン してるよ。＞ 

＜プレゼントを もって。＞ 

＜おひっこしの おいわい なんじゃ ないのかな？＞ 

＜みんなで パーティー したらいいよね。＞ 

 



⑧  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①（⑧の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ようこそ ぼくたちのうちへ」 

「わーい、ごろろんだ。」 

「ねえねえ、ぼくも かたぐるま してぇー！」 

「いいよ。」 

＜いいよ って、もうかたぐるま してるよねぇ。＞ 

＜できるんかね？＞ 
 

＊青いところは子どもたちの反応の例 

 

この紙芝居は、子どもたちと一緒に、あなたが紡いでいくもので

す。一緒に絵を見て、子どもたちからお話を引き出していってくださ

い。 友だちや先生と一緒に絵を読み解き、自由に発言したり友だ

ちの気付きに共感したりしながら、楽しんでいってほしいと願ってい

ます。 

ト書きを読んでもらってもいいのですが、読むというよりは、目の

前の子どもたちに語りかけるようにやってみてくださいね。 


